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1 ｜

北海道を代表する食のプロ
フェッショナルに、本道沿岸
で獲れる魚をテーマとした
コラムをご寄稿頂きます。

４
月
に
な
る
と
気
温
が
少
し
ず
つ

上
が
っ
て
く
る
の
で
、
仕
事
や
休
日

な
ど
何
か
と
忙
し
く
な
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
か
ら
体

調
管
理
を
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
。

こ
こ
し
ば
ら
く
私
の
研
究
材
料
は

ズ
バ
リ
〝
肝
臓
〟。
肝
臓
の
魅
力
に
取

り
つ
か
れ
て
い
ま
す
。
健
康
に
過
ご

す
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
役
目
を

持
つ
肝
臓
の
機
能
を
維
持
す
る
こ
と

が
不
可
欠
。
そ
こ
で
お
す
す
め
し
た

い
食
品
が
し
じ
み
で
す
。

も
う
間
も
な
く
し
た
ら
網
走
や
天

塩
町
な
ど
で
し
じ
み
が
獲
れ
る
時
季

に
入
り
ま
す
。
私
は
地
元
で
も
あ
る

網
走
産
の
し
じ
み
が
と
て
も
な
じ
み

深
く
、
子
供
の
頃
か
ら
し
じ
み
の
み

そ
汁
が
食
卓
に
並
ぶ
と
、
い
つ
も
ひ

と
粒
残
ら
ず
身
も
味
わ
っ
て
い
た
く

ら
い
で
す
。
天
塩
町
は
以
前
、
講
演

会
の
仕
事
で
訪
問
し
た
思
い
出
の
町
。

特
産
品
の
し
じ
み
ラ
ー
メ
ン
を
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
、
こ
れ
が
本
当
に
お

い
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

天
塩
町
は
ま
た
行
き
た
い
町
の
ひ
と

つ
で
す
ね
。

し
じ
み
に
は
「
オ
ル
ニ
チ
ン
」
と

い
う
ア
ミ
ノ
酸
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

オ
ル
ニ
チ
ン
は
体
内
で
た
ん
ぱ
く
質

の
代
謝
に
よ
っ
て
で
き
た
有
害
物
質

を
肝
臓
で
無
毒
化
し
、
尿
と
し
て
排

泄
す
る
時
に
必
要
な
成
分
。
排
泄
さ

れ
な
か
っ
た
部
分
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
よ
っ
て
オ
ル

ニ
チ
ン
は
肝
機
能
を
助
け
、
疲
労
回

復
作
用
を
持
つ
と
い
う
こ
と
。

さ
ら
に
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
合
成
や
皮

膚
の
健
康
、
入
眠
や
目
覚
め
の
良
い

睡
眠
に
も
関
わ
り
ま
す
。
し
じ
み
は

食
品
の
中
で
オ
ル
ニ
チ
ン
含
有
量
が

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
。

ま
た
肝
臓
の
働
き
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
タ
ウ
リ
ン
」
や
、
体
内
リ
ズ
ム

を
整
え
る
「
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12
」
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
オ
ル
ニ
チ
ン
と

の
相
乗
効
果
で
肝
機
能
向
上
や
質
の

良
い
睡
眠
に
役
立
ち
ま
す
。

日
々
疲
れ
を
残
さ
ず
し
っ
か
り

眠
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
、
肝

臓
を
守
る
た
め
に
も
し
じ
み
の
力
を

借
り
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

おさ
かなコ

ラム

上う
え
さ
か坂

マ
チ
コ

お
食
事
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
サ
ロ
ン

colan

代
表
／
管
理
栄
養
士
／
料
理
家

／
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト

テ
レ
ビ
出
演
、新
聞・雑
誌
な
ど
で
コ

ラ
ム
連
載
や
栄
養
監
修
、レ
シ
ピ・ス

タ
イ
リ
ン
グ
の
提
供
な
ど
を
行
う
。

講
演
会
や
食
事
指
導
、料
理
講
師
、短

大・専
門
学
校
の
非
常
勤
講
師
な
ど

活
動
は
多
岐
。ぎ
ょ
れ
ん
と
共
に
昆

布
や
鮭
の
情
報
を
広
く
発
信
。 

しじみの健康パワーを再確認！

みなさんのお便りでつくるページ
なみまる おたより箱13

頭すっきり!! ブレイクタイム11

表紙の写真
宗谷漁協／袴

はかまだ

田 祐
ゆうや

也さんご家族です

なみまるくん 
［うみ・なかま コミュニケーション］

4
2024

日本の最北端・宗谷岬からほど近い富磯漁港。3月上旬にはメンテナ
ンスを終えた漁船が一斉に下

げ か

架され、これから始まる春漁に向けて
賑わいをみせていきます

大漁祈願！
浜のほっとニュース12

なみまるインフォメーション08

浜の家族物語
宗谷漁協／袴田 祐也さん　ご家族10

マチコさんのおさかなコラム
「しじみの健康パワーを再確認！」01
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令和6年度
ぎょれん事業計画 －前編－

特 集
SPECIAL

令和６年度が始まりました。今月と来月の２号にわたり、
ぎょれんの「令和６年度事業計画（案）」をご紹介します。
今月は令和６年度事業計画のうち、漁政対策、指導・教育事
業、漁業環境保全対策事業、販売事業（全体方針及び秋鮭）
を、来月は「令和６年度事業計画 ー後編ー」として、販売事業
のうち、ほたて・昆布・鮮魚に関する事業と、末端加工製品、食
の安全・安心対策、宣伝販促・食育事業、購買事業、経営体制
の計画をご紹介します。

ぎょれん  菊池副会長
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基
本
的
な
考
え
方

　
　
　
　

令
和
５
年
の
本
道
漁
業
生
産
量
は
１
０
９
万
ト
ン

と
な
り
６
年
連
続
で
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え
ま
し
た

が
、
秋
鮭
は
回
復
の
兆
し
を
見
せ
た
一
昨
年
を
大
き

く
下
回
り
、
昆
布
、
さ
ん
ま
、
す
る
め
い
か
と
い
っ

た
本
道
を
代
表
す
る
魚
種
の
資
源
水
準
も
依
然
低
位

に
あ
り
ま
す
。
漁
業
生
産
額
に
つ
い
て
は
、
中
国
に

よ
る
禁
輸
措
置
や
秋
鮭
の
不
漁
の
影
響
に
よ
り
２
，

７
８
１
億
円
と
昨
年
を
４
０
１
億
円
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

消
費
流
通
面
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
５
類
移
行
な
ど
、
国
が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
脱
却
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
切
っ
た
な
か
で
、
こ

こ
数
年
中
止
が
続
い
て
い
た
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
や
国

内
外
の
人
の
往
来
も
活
発
化
す
る
な
ど
、
経
済
活
動

が
正
常
化
に
向
け
て
動
き
出
し
た
こ
と
も
あ
り
、
低

調
で
あ
っ
た
外
食
業
態
も
段
階
的
に
回
復
し
つ
つ
、

か
つ
コ
ロ
ナ
禍
で
伸
長
し
た
中
食
需
要
が
落
ち
込
む

こ
と
は
な
く
、
国
内
販
売
は
堅
調
な
推
移
を
み
せ
ま

し
た
。
一
方
で
、
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
に
伴
う
中
国
の
日
本
産
水
産
物
の
全
面

禁
輸
措
置
が
引
き
金
と
な
り
、
ほ
た
て
、
な
ま
こ
等

を
中
心
に
消
流
の
停
滞
が
起
こ
る
な
ど
、
近
年
好
調

を
み
せ
て
い
た
海
外
輸
出
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、本
会
は
変
化
し
た
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
照
準
を
合
わ
せ
た
販
促
活
動
を
展
開
し
、
北
海

道
ブ
ラ
ン
ド
を
前
面
に
打
ち
出
し
た
高
品
質
で
安
全

安
心
な
水
産
物
の
浸
透
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
の

補
助
金
も
活
用
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層
の
国
内
販
売

の
強
化
や
中
国
以
外
の
輸
出
ル
ー
ト
の
構
築
を
行
い
、

一
定
の
成
果
を
収
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
、
国
内
消
費
の
回
復
と

海
外
販
路
の
安
定
化
に
向
け
て
総
力
を
挙
げ
て
取
り

組
む
と
と
も
に
、
依
然
続
く
中
国
の
日
本
産
水
産
物

の
禁
輸
措
置
に
伴
う
消
流
停
滞
へ
の
対
応
や
物
流
・

運
送
業
界
の
２
０
２
４
年
問
題
が
引
き
起
こ
す
水
産

流
通
へ
の
影
響
な
ど
に
対
し
て
、
各
種
協
議
会
と
も

連
携
を
図
り
な
が
ら
道
産
水
産
物
の
安
定
的
な
消
流

に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

漁
政
活
動
に
つ
い
て
は
、
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
に
よ
る
影
響
の
軽
減
に
向
け

て
、
国
や
関
係
先
へ
の
働
き
か
け
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
水
産
資
源
の
回
復
と
増
大
に
向
け
、

本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
管
理
手
法
の
導
入
と
資

源
減
少
要
因
の
早
期
究
明
に
向
け
た
調
査
・
研
究
体

制
の
拡
充
、
さ
ら
に
は
漁
業
・
漁
協
経
営
の
安
定
、

漁
場
環
境
の
保
全
等
、
多
岐
に
わ
た
る
課
題
解
決
に

向
け
た
各
種
要
請
を
継
続
し
ま
す
。

環
境
面
に
お
い
て
は
、
本
道
漁
業
環
境
及
び
資
源

を
未
来
に
繋
げ
る
べ
く
、
各
種
施
策
の
実
施
や
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
が
掲
げ
る
目
標
実
現
に
向
け
本
会
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の

充
実
を
図
り
ま
す
。
未
然
防
止
対
策
を
含
め
た
河
川
・

海
洋
環
境
保
全
対
策
の
推
進
に
加
え
、
エ
コ
包
装
資

材
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
配
慮
商
品
の
拡
充
、
全
道

な
み
ま
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
の
海
浜
清
掃

活
動
の
継
続
実
施
や
廃
棄
漁
業
資
材
の
リ
サ
イ
ク
ル

等
の
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策
の
取
組
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
対
外
的
に
発
信

す
る
こ
と
で
環
境
意
識
向
上
へ
の
機
運
醸
成
を
図
り

ま
す
。

本
道
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

か
つ
急
激
な
変
化
に
見
舞
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
浜
の

た
め
に
・
浜
と
と
も
に
」
と
い
う
組
織
理
念
の
も
と
、

「
持
続
可
能
な
未
来
を
創
る
北
海
道
漁
業
の
実
現
」
を

基
本
方
針
と
し
た
中
期
的
事
業
推
進
方
向
の
２
ヵ
年

目
と
し
て
、
漁
協
系
統
の
組
織
力
を
結
集
し
、
指
導
・

経
済
事
業
連
合
会
と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
総
力
を
挙
げ
て
各
種
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

１
．
漁
政
対
策

　
　
　
　

海
洋
環
境
の
変
化
に
伴
う
水
産
資
源
の
変
動
や
漁

業
者
の
減
少
と
高
齢
化
等
と
い
っ
た
構
造
的
問
題
に

加
え
て
、
自
然
災
害
や
海
獣
等
に
よ
る
漁
業
被
害
や

貿
易
問
題
な
ど
の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
環
境
下
、

令
和
５
年
８
月
、
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水

の
海
洋
放
出
開
始
に
伴
い
、
中
国
に
よ
っ
て
日
本
産

水
産
物
の
輸
入
が
全
面
的
に
禁
止
さ
れ
、
本
道
に
お

け
る
ほ
た
て
、
な
ま
こ
等
の
流
通
に
大
き
な
影
響
が

生
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
３
年
９
月
に
本
道
太
平
洋
沿
岸
に
お

い
て
発
生
し
た
赤
潮
に
よ
る
漁
業
被
害
に
対
す
る
支

援
の
継
続
が
求
め
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
国
の
進
め
る

「
新
た
な
資
源
管
理
」
に
伴
う
漁
業
現
場
の
混
乱
も

依
然
と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
漁
政
対
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
本

道
漁
業
を
取
り
巻
く
こ
れ
ら
課
題
が
解
決
さ
れ
、
持

続
的
な
漁
業
が
実
現
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

（
１
）
福
島
第
一
原
発
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
よ
る
影
響
の
軽
減
に
向
け
た
取
組 

①
国
に
よ
る
各
種
対
策
事
業
の
活
用
推
進

②
漁
業
被
害
に
係
る
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償
の

枠
組
の
活
用

 （
２
）
漁
業
・
漁
協
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取

組
の
強
化 

①
担
い
手
・
後
継
者
対
策
の
取
組
強
化
と
外
国
人

材
活
用
に
向
け
た
取
組

②
漁
業
者
の
設
備
投
資
（
漁
船
・
漁
具
・
機
器
等
）

に
係
る
支
援
策
の
強
化
に
向
け
た
取
組

③
漁
業
収
入
安
定
対
策
に
お
け
る
減
収
著
し
い
漁

業
に
対
応
し
た
施
策
強
化
に
向
け
た
取
組

④
漁
業
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
構
築
事
業

等
、
漁
業
経
営
コ
ス
ト
削
減
に
向
け
た
取
組

⑤
国
の
施
策
推
進
に
伴
う
水
揚
げ
減
少
に
よ
り
減

収
と
な
っ
た
漁
業
・
漁
協
経
営
に
対
す
る
支
援

実
現
に
向
け
た
取
組

令
和
６
年
度
事
業
計
画（
案
）

指
導
事
業
に
つ
い
て
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こ
と
に
合
わ
せ
、
本
会
職
員
が
出
講
対
応
し
役

職
員
研
修
や
諸
会
議
で
の
協
同
組
合
論
教
育
を

実
施
し
ま
す
。

 

３
．
漁
業
環
境
保
全
対
策

　
　
　
　

近
年
の
豪
雨
災
害
を
踏
ま
え
た
大
規
模
な
河
川
改

修
や
、
道
路
網
の
整
備
、
新
幹
線
延
伸
工
事
に
伴
う

重
金
属
類
含
有
土
砂
の
受
入
地
問
題
等
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
工
事
濁
水
や
油
、
家
畜
排
せ
つ
物

の
流
出
事
故
も
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
半
導
体
工
場
の
新
規
建
設
な
ど
、
河

川
環
境
や
ふ
化
放
流
事
業
へ
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て

い
る
現
状
が
あ
る
ほ
か
、
海
洋
環
境
で
は
、
ト
ド
等

有
害
生
物
対
策
や
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問

題
、
流
木
対
策
と
森
林
環
境
保
全
等
の
課
題
に
加

え
、
洋
上
風
力
発
電
開
発
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
以
下
の

諸
対
策
を
推
進
し
ま
す
。

道漁青連「漁師さんの出前授業」

（
１
）
河
川
・
海
洋
環
境
保
全
対
策 

①
大
規
模
河
川
改
修
（
国
に
よ
る
治
水
対
策
）
に

対
す
る
漁
場
環
境
保
全
を
強
化

②
ラ
ピ
ダ
ス
半
導
体
工
場
の
取
排
水
・
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
（
P
F
A
S
）
へ
の
対
応

③
洋
上
風
力
発
電
開
発
や
海
底
送
電
線
網
整
備
に

係
る
対
応
強
化

（
２
）
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
工
事
対
策 

①
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
係
る
対
策
土
へ
の
対

応
継
続

②
橋
梁
の
架
替
え
、
大
規
模
修
繕
、
高
規
格
道
路

建
設
等
の
イ
ン
フ
ラ
対
策
の
強
化

（
３
）
農
業
関
連
対
策 

①
家
畜
排
せ
つ
物
流
出
問
題
、
河
川
敷
地
で
の
液

肥
散
布
対
策
の
取
組
強
化

②
農
地
崩
落
、
草
地
造
成
工
事
対
策
、
農
薬
対
策

（
４
）
油
流
出
事
故
対
策 

①
油
濁
対
策
機
構
と
連
携
し
た
油
防
除
指
導
者
養

成
講
習
会
の
開
催

②
油
濁
事
故
発
生
時
の
専
門
家
派
遣
な
ど
現
地
対

応
支
援
の
強
化

（
５
）
有
害
生
物
対
策 

①
ト
ド
・
ザ
ラ
ボ
ヤ
・
ク
ラ
ゲ
類
に
よ
る
漁
業
被

害
軽
減
対
策
の
推
進

②
ザ
ラ
ボ
ヤ
な
ど
処
理
対
策
費
の
増
額
や
柔
軟
的

運
用
の
要
請

⑥
漁
協
の
収
支
改
善
と
設
備
更
新
・
保
全
等
の
支

援
に
係
る
予
算
確
保
に
向
け
た
取
組

（
３
）
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
水
産
資
源
の

回
復
・
増
大
に
向
け
た
取
組
の
推
進 

①
栽
培
漁
業
・
増
養
殖
事
業
に
係
る
実
効
性
あ
る

施
策
実
現
と
予
算
確
保
に
向
け
た
取
組

②
資
源
減
少
要
因
の
究
明
に
向
け
た
調
査
研
究
体

制
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
組

③
国
が
推
進
す
る
「
新
た
な
資
源
管
理
」
に
お
け

る
本
道
漁
業
の
実
態
に
即
し
た
資
源
管
理
措
置

（
ほ
っ
け
、
真
だ
ら
等
）
の
実
現
に
向
け
た
取
組

④
漁
獲
が
減
少
し
て
い
る
資
源
（
秋
鮭
、
さ
ん
ま
、

す
る
め
い
か
、
昆
布
等
）
に
対
す
る
資
源
回
復

に
向
け
た
取
組

⑤
資
源
の
維
持
・
回
復
を
阻
害
す
る
密
漁
防
止
と

遊
漁
対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
組

（
４
）
漁
村
振
興
及
び
漁
場
環
境
保
全
に
係
る
取

組
実
施 

①
有
害
生
物
に
よ
る
漁
業
被
害
の
防
止
と
漁
業
経

営
へ
の
影
響
軽
減
に
向
け
た
取
組

②
赤
潮
被
害
に
係
る
原
因
究
明
と
漁
場
の
早
期
回

復
・
被
害
対
策
の
拡
充
に
向
け
た
取
組

③
漁
村
振
興
に
寄
与
す
る
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

対
策
等
の
予
算
確
保
に
向
け
た
取
組 

（
５
）
災
害
被
害
対
策
の
拡
充
強
化
に
向
け
た
取
組 

①
流
木
等
の
自
然
災
害
被
害
か
ら
の
早
期
復
旧
体

制
の
構
築
に
向
け
た
取
組

②
海
岸
漂
着
物
処
理
推
進
法
等
の
災
害
復
旧
に
活

用
可
能
な
各
種
支
援
事
業
の
拡
充
強
化

（
６
）
水
産
物
貿
易
自
由
化
に
対
す
る
対
応 

①
貿
易
自
由
化
交
渉
の
進
展
に
対
す
る
本
道
漁
業

へ
の
影
響
回
避
に
向
け
た
取
組

 

２
．
指
導
・
教
育
事
業

　
　
　
　

漁
協
系
統
を
取
り
巻
く
環
境
が
劇
的
に
変
化
す
る

中
、
健
全
な
組
合
経
営
体
制
を
構
築
す
る
に
あ
た
り

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
い
っ
た
管
理

体
制
強
化
へ
の
取
組
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
漁
協
役
職
員
の
人
材
育

成
、
職
員
の
人
材
確
保
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
関
連
法
や
諸
規
程
類
の
改
正
等
に
関
す
る
情
報

提
供
を
継
続
し
ま
す
。

岸田首相に要請書を手渡す
ぎょれん阿部会長

ま
た
、
個
人
優
先
へ
の
社
会
的
風
潮
が
強
ま
る
社
会

に
あ
っ
て
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
基
づ
く
協
同
組
合
組

織
の
重
要
性
を
広
め
る
取
組
を
継
続
し
ま
す
。

（
１
）
漁
協
の
経
営
適
正
化
に
向
け
た
取
組
の
強
化 

①
経
営
安
定
化
を
進
め
る
た
め
、
水
協
法
等
関
連

法
規
や
税
制
等
に
関
す
る
研
修
会
及
び
情
報
提

供
を
継
続
し
ま
す
。

②
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
新
一
般
監
査
を
通
じ
、

漁
協
に
対
す
る
経
営
実
務
指
導
を
継
続
し
ま
す
。

③
北
海
道
漁
協
経
営
強
化
推
進
本
部
の
運
営
を
通

じ
、
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
め
経
営
不
振
漁

協
へ
の
指
導
・
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

（
２
）
漁
協
役
職
員
の
人
材
育
成
、
確
保
に
向
け

た
支
援 

①
組
合
実
務
に
直
結
す
る
研
修
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
動
画
や
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
研
修
ツ
ー

ル
の
作
成
を
進
め
ま
す
。

②
新
規
人
材
確
保
に
向
け
全
国
漁
協
組
合
学
校
に

対
す
る
業
務
支
援
と
、
本
会
奨
学
金
制
度
の
円

滑
な
運
用
、
新
採
用
に
関
す
る
情
報
提
供
を
継

続
し
て
行
い
ま
す
。

（
３
）
協
同
組
合
意
識
醸
成
に
向
け
た
側
面
支
援 

①
組
合
員
が
集
ま
る
場
で
活
用
で
き
る
研
修
ツ
ー

ル
の
作
成
、
整
備
を
進
め
ま
す
。

②
青
年
部
、
女
性
部
等
の
全
道
会
議
の
場
を
活
用

し
組
合
員
組
織
で
の
研
修
会
開
催
を
要
望
す
る

（
６
）
流
木
対
策 

①
流
木
捕
捉
工
の
設
置
個
所
拡
大
に
向
け
た
取
組

推
進

②
国
や
道
に
よ
る
流
木
撤
去
事
業
の
実
施
と
予
算

拡
充
要
請

（
７
）
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
対
策 

①
「
全
道
な
み
ま
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
」
の

継
続
実
施

②
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
魚
体
へ
の
影
響
等

知
見
の
集
積

（
８
）
森
林
環
境
保
全
対
策

①
森
林
の
機
能
と
、
育
樹
を
意
識
し
た
「
お
魚
殖

や
す
植
樹
運
動
」
の
展
開

②
河
畔
林
・
渓
畔
林
の
保
全
に
向
け
た
行
政
機
関

と
の
協
議

「お魚殖やす植樹運動」の様子
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昨
年
の
全
道
水
揚
げ
は
、
昆
布
や
さ
ん
ま
、
い
か

と
い
っ
た
基
幹
魚
種
の
水
揚
げ
に
つ
い
て
は
依
然
と

し
て
低
水
準
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、
ほ
た
て
や
い

わ
し
が
安
定
し
た
生
産
量
を
維
持
し
た
こ
と
に
よ

り
、
６
年
連
続
で
１
０
０
万
ト
ン
を
超
え
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
、
金
額
に
つ
い
て
は
中
国
に
よ

る
禁
輸
措
置
や
秋
鮭
の
不
漁
の
影
響
に
よ
り
前
年
を

下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

水
産
物
の
流
通
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
５
類
移
行
に
伴
う
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
や
国

内
外
の
人
の
往
来
が
活
発
と
な
り
、
外
食
需
要
を
中

「全道なみまるクリーンアップ作戦」
令和5年度は胆振地区、北見地区、留萌地区、釧路地区、

小樽地区で実施しました

心
に
堅
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
輸
出
動
向
は
依
然
と
し
て
不
透
明
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
内
販
路
の
拡
充
及
び
輸
出
販
路
の
再

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
対
応
し
た
各
種
流
通
・

宣
伝
・
販
促
事
業
を
展
開
し
て
い
く
と
と
も
に
高
品

質
・
安
全
安
心
を
訴
求
し
、
北
海
道
水
産
品
の
さ
ら

な
る
販
路
拡
大
に
繋
げ
ま
す
。

（
１
）
市
場 

安
定
流
通
・
魚
価
維
持
の
た
め
の
産
地
市
場
対
策

の
拡
充 

①
突
発
的
か
つ
集
中
水
揚
げ
時
に
対
応
し
う
る
広

域
的
な
凍
結
・
加
工
・
流
通
体
制
の
拡
充

②
水
揚
げ
増
加
傾
向
魚
種
の
販
売
強
化 

（
２
）
加
工 

漁
協
・
協
力
会
社
・
関
連
会
社
と
の
組
織
的
連
携

に
よ
る
加
工
機
能
強
化 

①
製
造
環
境
、
消
費
環
境
及
び
水
揚
げ
環
境
の
変

化
へ
対
応
し
た
付
加
価
値
商
品
の
開
発
強
化

②
安
全
・
安
心
対
策
強
化
に
向
け
た
品
質
・
衛
生

管
理
ス
キ
ル
の
さ
ら
な
る
向
上

③
変
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
加
工
体

制
の
拡
充

（
３
）
流
通 

①
国
内
販
売
対
策

ア
．
各
販
売
業
態
に
対
応
し
た
販
売
戦
略
及
び

商
品
開
発
の
推
進

イ
．
重
要
取
引
先
と
の
取
組
強
化
に
よ
る
安
定

流
通
及
び
新
規
販
路
の
拡
充

ウ
．
消
費
動
向
・
社
会
情
勢
に
対
応
し
た
柔
軟

な
宣
伝
・
販
促
活
動
の
強
化

エ
．
M
S
C
、
M
E
L
等
を
活
用
し
た
ブ
ラ

ン
ド
力
強
化 

②
輸
出
対
策 

ア
．
中
国
禁
輸
に
伴
う
輸
出
販
路
の
再
構
築

イ
．
原
料
輸
出
に
よ
る
市
場
確
保
の
取
組
継
続

ウ
．
海
外
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
製
品
輸
出
の
販

路
確
立

 

１
．
秋
鮭

　
　
　
　

道
内
の
水
揚
げ
は
、
昨
年
を
大
き
く
下
回
る
約

５
万
３
千
ト
ン
と
な
り
、
地
域
間
格
差
を
さ
ら
に
広

め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
流
通
に
お
い
て
は
、
親

製
品
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
放
出
の
影
響

に
よ
る
中
国
へ
の
禁
輸
か
ら
、
中
国
以
外
へ
の
輸
出

ル
ー
ト
構
築
や
国
内
販
売
の
強
化
等
、
安
定
的
な
消

流
に
向
け
た
対
策
が
必
要
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、

魚
卵
製
品
に
つ
い
て
も
、
昨
年
産
の
在
庫
の
滞
留
に

よ
り
、
新
物
の
販
売
が
遅
れ
た
こ
と
に
加
え
、
競
合

す
る
安
値
の
輸
入
い
く
ら
に
回
転
寿
司
を
主
体
と
す

る
大
口
消
化
先
を
侵
食
さ
れ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
課
題
と
な
っ
て

い
る
秋
鮭
の
背
面
処
理
（
加
工
能
力
等
）
は
依
然
と

し
て
低
下
し
て
お
り
、
引
き
続
き
三
陸
も
含
め
た
広

域
的
な
原
魚
処
理
体
制
を
確
立
し
、
特
に
本
年
度
は

２
０
２
４
年
問
題
と
し
て
物
流
体
制
の
再
構
築
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
秋
鮭
流
通
対
策
協
議
会
と
連
携

し
た
国
内
外
に
お
け
る
各
種
対
策
を
計
画
的
に
実
施

し
、
秋
鮭
の
安
定
的
な
消
流
に
向
け
た
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

 （
１
）
生
鮮
対
策 

①
旬
期
消
費
拡
大
に
向
け
た
生
フ
ィ
レ
・
生
筋
子

の
販
売
強
化

②
原
魚
荷
捌
き
に
お
け
る
加
工
業
者
と
の
取
組
強

化
並
び
に
物
流
機
能
維
持
に
向
け
た
、
配
送
業

者
と
の
取
組
強
化

 

（
２
）
国
内
対
策 

〈
親
製
品
〉 

①
秋
鮭
対
策
の
柱
と
な
る
冷
凍
ド
レ
ス
の
安
定
流

通
に
向
け
た
販
売
強
化

②
販
路
拡
大
に
向
け
た
生
協
、
給
食
な
ど
主
要
業

態
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
強
化

③
変
化
す
る
需
要
環
境
に
対
応
し
た
製
品
の
生
産

強
化
に
加
え
、
エ
コ
ラ
ベ
ル
の
有
効
活
用
と
販

路
拡
充

〈
魚
卵
製
品
〉 

①
適
正
在
庫
に
向
け
た
重
要
販
売
先
と
の
取
組
強

化
②
需
要
の
伸
長
が
見
込
ま
れ
る
外
食
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
販
路
拡
充 

（
３
）
輸
出
対
策 

①
水
揚
げ
の
回
復
を
見
据
え
た
原
料
輸
出
先
の
構

築
（
タ
イ
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
他
）

②
海
外
内
需
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
製
品
の
販
売

強
化
（
台
湾
、東
南
ア
ジ
ア
、香
港
、カ
ナ
ダ
他
） 

  

（
４
）
そ
の
他 

①
水
産
エ
コ
ラ
ベ
ル（
M
E
L
）認
証
の
国
内
外
の

普
及
促
進
と
認
知
向
上

②
海
外
で
の
M
E
L
流
通
加
工
認
証（
C
o
C
認

証
）の
取
組
推
進
並
び
に
現
地
審
査
実
施
の
要

請

秋鮭水揚量・単価推移
（単位：千トン） （単位：円／キログラム）

H26 H27 H28 H29 H31 R2 R3 R4H30
0

250

500

750

1,000

1,250

1,500

0

50

100

150

200

250

北海道水揚量
本州水揚量

北海道単価
本州単価

道ぎょれん集計

107

446

479

25

106

468

556

17

75

586

739

14

51

12

972
948

4560

15

4

46

3 1

1

646

608

528

657

787

704

1,221

994

749

928

48

R5

0.3

615

1,184

5379

0

50

100

150

200

250

本道漁業生産量・金額の推移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000
（単位：万トン） （単位：億円）

H26 H27 H28 H29 H31 R2H30

120

3,020

100

3,116

86

2,951

86

2,785

108 114

2,388

102

2,735

出典：北海道水産林務部 北海道漁業生産
（R5年度は速報値）

金額
生産量

2,027

R3 R4

118118 115115

2,5862,586

R5

109109

2,7812,781

3,1823,182

販
売
事
業
に
つ
い
て
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関連水産団体が合同で道へ要請を実施令和5年度 全道漁協トップセミナーが開催

漁師さんの魅力、北海道の漁業をしっかり勉強

令和5年度 全道漁協ブロック別役員研修会（道央・道北ブロック）
漁業経営の安定や漁場環境保全に向けた対策の実現へ

東京・代々木公園で道産ほたてのPRと食育活動

　2月27日（火）、北海道環境保全対策本部（事務局：ぎょれん
環境部）、北海道さけ・ます増殖事業協会、ぎょれんは、建設中
のラピダス社の半導体工場（千歳市）に関して、工場誘致と多
大な支援を行っている道へ対し、合同で要請を行いました。
　3年後に量産ラインの稼働を予定している同工場は、安平川
から取水し、千歳川に排水することとしており、さけ・ます類
をはじめとする魚類やその餌となる生物への生息環境や水質な
どへ影響を与える可能性があることから、①排水方法・排水先
は、事前の速やかな情報開示と漁業関係者に対し十分な協議を
行うこと。また、関連して環境や漁獲物へ悪影響が無いようラ
ピダス社に指導すること、②排水がサケ科魚類の回帰へ影響を及ぼす可能性があるため、十分な事前調査
と評価を実施し、工場稼働後はモニタリングを実施して、結果を公表すること、③排水中の有機フッ素
化合物類を可能な限り低減するよう対応すること、④放流事業やそのた漁業生産活動に被害が発生した場
合、関係する漁業者や漁業関係団体に対する被害の救済策を速やかに講じることなどを求めました。

　3月8日（金）、ぎょれんと信漁連が共催する令和5年度 全道漁
協トップセミナーが札幌市の第二水産ビルで開催され、全道各
地の漁協や系統団体、道水産林務部、農林中央金庫の役職員ら
約120名が参加しました。
　今年は元キリンビール㈱・代表取締役副社長の田村氏を講師
に迎え、『「理念」と「現場力」による勝てる組織の創り方』と
題し講演が行われました。田村氏は企業理念の浸透や、それに
基づいた行動改革を行うことで業績をＶ字回復させ、同社の全
国でのビールシェア首位奪還の立役者となった方です。現在は
独立し、100年プランニング代表として、自身の経験を基にし
た講演活動を積極的に行っています。
　この度も各漁協トップの経営陣へ向け、自らが行動することの大切さ、確固たる理念やビジョンで生産
性を向上させる方法、リーダーのあるべき姿などを分かりやすく説明。不安定な漁業経営が続く今だから
こそ、組織が一枚岩となって逆境に立ち向かう必要性を伝えました。

　2月20日（火）、札幌市立美香保小学校で「漁師さんの出前授
業」が行われました。33回目となるこの授業は道漁青連とぎょ
れんの共催で４年生の児童65名が参加しました。
　当日、先生を務めた山﨑理事（釧勝）は昆布漁の動画につい
て説明した後、実際に道具を使ってどのように昆布をとるか身
振り手振りで実演しました。生徒ははじめて見る製品化された
立派な昆布に驚きの声を上げていました。
　また、質問タイムでは児童から様々な疑問が投げかけられ、
それにひとつひとつ丁寧に海への愛情を感じさせる回答をされ
ました。先生や児童の皆さんも有意義で楽しい時間を過ごしま
した。

　3月7日（木）、札幌の水産ビルにて令和5年度 全道漁協ブロック別役員
研修会（道央・道北ブロック）が開催され、対象ブロックの11漁協から理
事・監事など漁協経営に携わる役職員、行政、系統団体から合わせて約50
名が参加しました。
　研修会では、ぎょれんの顧問弁護士も務めている多田弁護士（ユナイ
テッド・コモンズ法律事務所）より「漁協のコンプライアンス」と題し
て、パワハラを中心としたハラスメント対策の必要性や万が一発生した場合
の対処法などの講演が行われたほか、ぎょれんの瀧波常務より「コロナで何
が変わった!? これからの北海道漁業」、信漁連の小林常務からは「とても重要なマネロン対策」が講義さ
れ、昨今の時世に合わせた諸課題と対策について、知識を深めました。

　日本海沿岸19漁協で構成する北海道日本海沿岸漁業振興会議
（事務局：ぎょれん漁政部）とぎょれんは、3月4日（月）～5日

（火）にかけて、道や国へ対し、本道日本海沿岸漁業の振興対策
に関する要請を実施しました。
　要請では漁業実態に即した資源管理の実施、漁業有害生物に
よる被害対策、本道日本海沿岸地域の漁場環境保全を通じた持
続的漁業の実現といった水産資源の回復・増大並びに漁業経営
の安定や漁場環境の保全に向けた対策の実現へ支援を求めまし
た。

　北海道ほたて漁業振興協会（事務局：ぎょれん販売企画部）
は、3月2日（土）・3日（日）の2日間、東京の代々木公園で開催
された「ファーマーズ＆キッズフェスタ2024（主催：日本農
業法人協会）」へ北海道産ほたてのブースを出展し、訪れた多く
の来場者へPRと食育活動を実施しました。
　この度のイベントでは、「販売ブース」での焼きほたての販売
や、「食育ブース」でのほたてのタッチプール体験やほたてクイ
ズに挑戦などの各種アトラクションを通じて、大人から子ども
まで幅広く道産ほたての認知度向上を図ることができました。
また、ステージイベントではほたての王子様「ホタテリオ」の着
ぐるみが初登場し、じゃんけん大会を大いに盛り上げました。

ラピダス社工場の工場用水の取排水に係り
要請書を手交しました

元キリンビール副社長・田村氏が
「勝てる組織の創り方」について講演

第３３回 漁師さんの出前授業が開催されました

漁協のコンプライアンス等、現代の漁協経営に係る
諸課題について研さんを積みました日本海沿岸漁業の振興対策に関する要請を

実施しました

ファーマーズ＆キッズフェスタ2024で「販売」と
「食育」ブースを出展しました

0104

06

0205

03

3団体合同の要請団から土屋副知事へ要請書を手
交しました

ほたてのタッチプールは
子どもたちに大人気でした

ホタテリオの着ぐるみが
初披露されました

コンプライアンスについて講師を
務めた多田弁護士

3月4日に実施した道要請では、道議会の冨原議長・
桐木水産林務委員長へ要請書を手渡しました

全道各地区から約120名が集まり、講演を通じて経
営陣が果たす役割を再認識しました

山﨑理事のロープワークに児童は興味津々です
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間違いは5つです。

※答えは13ページにあります。

間違い
さがし

※右と左の絵には、5ヵ所の異
なるところがあります。
　さあ、見つけてください。
　（印刷のズレや汚れは関係
ありません。）

ブレイクタイム Break Time

リストの言葉をマス目の中からタテ、ヨコ、ナナメの一直線に探し
ていきます。文字は逆方向から読んでも、他の言葉と重複して読ん
でもOK。すべて見つけた後、使われなかった文字をうまく並べか
えると答え（魚の名前）になります。

例　題

ア
キ
ア
ジ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

ア
キ
ア
ジ

コ
ア
バ
コ

ン
サ
ン
マ

ブ
リ
サ
イ

リ スト

□ アキアジ
□ コマイ
□ ブリ
□ サンマ
□ コンブ
□ アサリ

〈解答〉サバ

解き方

コ
ア
バ
コ

家 族
物 語浜の

今月の

表紙に登場いただいたご家族を紹介いたします。
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マジウヨジチハ
キザヤミタセア
アオモリトツト
サセナチシノヒ
ツベンマメクミ
リシリダカタオ
ワマジタイオオ

シークワードクイズ
4月のテーマ

「春から初夏の花」

どれにも使用しなかった文字を
うまく並べてください。

くわしい応募方法は、１３ページをご覧ください。
抽選で５名様に図書カードをプレゼントします。

　4月は「春から初夏の花」がテーマです。雪も溶け、春を感じる季節に
なりました。春と言えば思い浮かぶ花は何ですか？    
　図の中で、たて、よこ、ななめの一直線に下のリストのキーワードが読
めるようになっています。
　どこにあてはまるか探してください。すべて探し終わったら、どれにも
使用しなかった文字をうまく並べかえてください。

□
□
□
□
□
□
□

〈ヒント〉春に咲く豪華な花のひとつでつややかな葉を一年中楽
しめる多年草です。	

□
□
□
□
□

アンズ（杏）
ウツギ（空木）
コデマリ（小手毬）
スズラン（鈴蘭）
スミレ（菫）
トベラ（海桐花）
ハナミズキ（花水木）

ミヤコワスレ（都忘れ）
ヤエザクラ（八重桜）
ライラツク（ライラック）
レンギヨウ（連翹）
ワスレナグサ（勿忘草）

3月号の解答と当選者

クレンギヨウキ
サミスアツズン
グスンワミウヤ
ナズシナコエラ
レラハデザヤト
スンマクンベミ
ワリライラツク

解 答

リ ス ト

となります。

アサヒカワ
（八雲町） 母。 さん
（白糠町）雲　津　菜美子さん
（標津町）渡 部 裕 一さん
（礼文町）三 上 咲 空さん
（札幌市）二 木 凪 紗さん



大漁
祈願！

小
樽
の
に
し
ん
お
い
し
か
っ
た
で
す
。お
さ

し
み
、塩
焼
き
、酢
づ
け
、煮
つ
け
、に
し
ん

の
い
ず
し
な
ど
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
た
。来

年
も
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
る
と
い
い
ね
！

今
年
は
ホ
タ
テ
ど
う
で
し
ょ
う
ね
。海
の
水

は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？
小
樽
の
小
学
校

で
も
食
育
授
業
あ
る
と
い
い
で
す
ね
。浜
の

ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
い
ろ
ん
な
所
で
い
ろ
ん
な

魚
が
取
れ
て
ま
す
ね
。

（
小
樽
市　

小
樽
Ｓ
Ｓ
さ
ん
）

ガ
ス（
濃
霧
）が
か
か
り
春
を
感
じ
る
こ
の

頃
で
す
。　

（
根
室
市　

す
ー
さ
ん
）

流
氷
で
ス
ケ
ソ
刺
網
が
、切
上
に
な
り
ま

し
た
。２
月
初
め
に
見
え
だ
し
ま
し
た
。風

が
西
系
に
な
れ
ば
岸
よ
り
離
れ
、東
系
に
な

れ
ば
近
づ
く
氷
。い
つ
の
間
に
か
、３
月
中

旬
。

（
標
津
町　

渡
部
裕
一
さ
ん　

69
歳
）

地
元
の
大
分
に
来
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。大
分
は
と
り
天
も
有
名
で
す

が
、唐
揚
げ
が
最
高
な
ん
で
す
よ
。国く

に
さ
き東
か

ら
60
キ
ロ
西
に
行
け
ば
、唐
揚
げ
の
聖
地
、

中
津
、宇
佐
の
唐
揚
げ
が
た
く
さ
ん
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
！
ザ
ン
ギ
と
は
違
っ
た

味
が
し
て
飽
き
な
い
と
思
い
ま
す
！

（
北
見
市 

試
さ
れ
た
九
州
人
さ
ん 

23
歳
）

よ
う
や
く
暖
か
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。早
く

雪
が
と
け
て
花
々
が
咲
く
の
が
見
た
い
で

す
！

（
小
樽
市　

宮
古
登
美
子
さ
ん
）

耳
吊
り
は
じ
ま
り
ま
し
た
…
今
年
は
、例

年
よ
り
小
振
り
な
気
が
す
る
…
で
も
こ
れ

か
ら
ま
だ
ま
だ
成
長
す
る
は
ず
!!
天
気
も

急
に
寒
く
な
っ
た
り
し
て
。ホ
タ
テ
の
成
長

も
景
気
も
よ
く
な
る
と
い
い
な
…
来
年
の

出
荷
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
か
!!

（
八
雲
町　

母
。さ
ん
）

只
今
、実
家
に
帰
省
中
。久
し
ぶ
り
に
、実

家
で
と
れ
た
美
味
し
い
魚
や
、根
室
の
グ
ル

メ
を
た
く
さ
ん
食
べ
ら
れ
て
、大
満
足
で
す
。

４
月
に
２
人
目
が
生
ま
れ
る
予
定
な
の
で
、

孫
の
顔
を
見
せ
に
、ま
た
帰
っ
て
き
た
い
と

思
い
ま
す
！

（
札
幌
市　

二
木
凪
紗
さ
ん
）

新
入
り
の
熱
帯
魚
ベ
タ
ち
ゃ
ん
を
本
日
も

監
視
中
の
ぎ
ん
じ
3
歳
。

（
白
糠
町　

雲
津
菜
美
子
さ
ん　

40
歳
）

小
学
校
卒
業
し
ま
し
た
。中
学
校
に
行
っ

て
も
ウ
ニ
や
昆
布
の
手
伝
い
頑
張
り
ま

す
！

（
礼
文
町　

三
上
咲
空
さ
ん　

12
歳
）

編集部からのお知らせ

皆様からのお便り、写真、イラスト
をお待ちしています！
次の①〜③を明記の上、ご応募ください。抽選
で５名様に図書カードをプレゼントします。

①なみまるおたより箱への投稿（お便り、写真、
イラスト等）や、広報なみまるくん4月号への
感想・ご意見など（※150字程度まで）

②11ページのシークワードの答え

③住所・氏名・年齢・電話番号

※「なみまるおたより箱」には①からご紹介します。ご応募いた
だいた方の個人情報は、図書カード進呈や、お便り、写真、
イラスト等の掲載（氏名、年齢、市町村名）にのみ使用いた
します。写真やイラストは、返却できませんのでご了承ください。

公益社団法人 北海道海難防止・水難救済センター

揉んで揉まれて一皮剥けた 今日から息子が独り立ち

11ページの間違いさがしの答え

〈宛先〉 4月19日までにお送りください。
　（郵便） 〒060-0003
　　　 札幌市中央区北３条西７丁目１番地
　　　 北海道ぎょれん 総務企画部 広報担当
　（ＦＡＸ） 011-242-3543
　（電子メール） info@gyoren.or.jp

編
集
後
記

例
年
に
比
べ
て
札
幌
市
内
は
雪
が
残
っ
て

い
ま
す
が
、日
中
の
気
温
が
徐
々
に
上
昇
し

て
い
ま
す
。ま
た
、3
月
末
か
ら
研
修
で
来
て

い
る
新
入
職
員
を
水
産
ビ
ル
内
で
見
か
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。彼
、彼
女
ら
の
は
つ
ら

つ
と
し
た
姿
に
も
春
を
感
じ
ま
す
。	 （
藤
江
）

みなさんのお便りでつくる
ページです。

なみまる

おたより箱

fr
om
 re

aders
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春を間近に控え、やりいかの豊漁
が続いています。今年は生育に適し
た海水温で、餌が豊富にあったこと
が資源増加の要因と言われており、
約10年ぶりの豊漁に浜は賑わいをみ
せています。漁は5月まで続きます
が、今後も安全操業で豊漁が続くこ
とを切に願っています。

3月から、おおずわいがにの特採
が始まり、日産約10トンの水揚げ
があります。えりも町では、3月23
日（土）に全町民を対象におおずわ
いがにの無料配布が行われ盛況でし
た。一方、4月になると春定置網漁や
刺網漁等が始まります。浜では春定
置網漁に向けて土のうを準備してい
る光景も見られます。皆様が安全に
操業され、豊漁となることを祈願し
ています。

オホーツク地区も徐々に春めいて
雪解けが進み、本格的な海明けを迎
えようとするなか、底曳網漁、ほた
ての漁場造成、毛がに漁がスタート
して浜は賑わっています。今後は刺
網漁でにしん、かれい類等の水揚げ
が本格化し、浜は益々賑わうことで
しょう。忙しくなりますが、これか
らも安全操業と大漁を心より祈願し
ます。

春らしい暖かな日が増え、ほたて
の水揚げが最盛期を迎え、ボイルほ
たての製造が盛んに行われていま
す。ボイルほたては様々な料理に重
宝されますので、沢山の方々の食卓
の彩りとなるよう願っています。一
方、函館市場にはわかめやふのりが
上場され、4月から乾海藻の入札会を
控え、海藻類の旬の時期を迎えてい
ます。大変忙しい時期ですが体調に
はご留意いただき、安全操業を切に
願っています。

冬の寒さが落ち着き始め、春の日
差しが感じられるようになってきま
した。たこや毛がにといった冬の主
役たちの水揚げは終盤に近づいてい
ますが好漁で終漁となることを期待
しています。一方、新年度の4月にな
ると鮭鱒流し網漁、月末ごろからは
春定置網漁が始まります。
新年度の生産者皆様の豊漁と安全

操業を祈念しています。

厳しい寒さがやわらぎ始め、春の
訪れを感じる季節となりました。3月
からほたて、毛がに漁が始まり、4月
からはたこ、むらさきうになど各種
漁が始まります。新漁の開始と共に
浜は活気づいています。繁忙期にな
りますが、今後も安全操業で豊漁と
なることを心より祈願しています。

雪解けも進み、春の暖かな日差し
が心地よく感じられ、3月からえび
籠・たこ箱漁が解禁されました。昨
年に比べてえびの水揚げ量は、順調
に推移しています。たこは数量が少
ないながらも浜値はk＠800台の滑り
出しとなっています。4月上旬からは
春定置網漁の操業も始まり、本ます
や時鮭などの大漁に期待がかかりま
す。新年度も生産者の皆様の安全操
業と豊漁を心より祈念しています。

1月から解禁となったにしん漁に
ついては、4月上旬までが漁期となっ
ています。昨年度に比べ順調な水揚
げであり、また価格も堅調に推移し
ています。3月中旬からはえび籠漁、
4月からはほたて稚貝の出荷が始ま
り、春漁が本格化します。安全操業で
順調な水揚げができることを祈念し
ています。

3月中旬頃から例年より早くにしん
の水揚げが増えはじめ、また、黒が
れいの水揚げも、昨年同時期3倍程度
の好調な水揚げとなっており、生産
者は盛漁期に向けて期待を高めてい
ます。また、心配されていた日ロさ
け・ます漁業交渉が無事妥結し、関
係者一同、安堵しています。引き続
き、春漁が好天と大漁に恵まれるこ
とを祈願しています。

えび籠漁の解禁に続き、かれいや
にしん刺網の水揚げが本格的に開始
し、浜は活気づいています。一方、
各地区でほたて稚貝出荷も始まり、
浜は大きく賑わいます。3月に入って
から天候は不安定なものの、暖かな
日が多くなったことで雪解けが一気
に進み、春の訪れを感じています。
盛漁期に向けて皆様が安全操業で大
漁となることを心より祈念していま
す。
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材料　4人分

ほたて（玉冷）… … 16個

長ねぎ………………10ｃｍ

にんにく……………… 1片

しょうが……………… 1片

パプリカ（赤）………1/2個

ピーマン（大）… …… 1個

塩………………… 適量

こしょう…………… 適量

片栗粉………………50ｇ

サラダ油………… 大さじ２

水…………………100㏄

チリソース……… 大さじ２

ケチャップ……… 大さじ２

今回は「ほたてのチリソース」をご紹介します。

プリプリしたほたてとチリソースは相性抜群！

ほたてで中華を楽しみましょう。

作り方
➊沸騰した湯に塩をひとつまみ入
れ、ほたてをさっとボイルしてザ
ルにあげキッチンペーパーで水
分をとる。

➋①のほたてに塩、こしょうをして
片栗粉をつける。

➌長ねぎ、にんにく、しょうがをみ
じん切りにする。

➍パプリカ、ピーマンを2ｃｍ角に切
る。

➎フライパンにサラダ油を入れ、②
のほたてを焼き、別皿に移す。

➏同様にサラダ油で長ねぎ、にんに
く、しょうがを炒め、ついでパプ
リカ、ピーマンも炒める。

➐⑥に水、チリソース、ケチャップを
入れ、⑤のほたてを入れ、とろみ
がつくまでからめたら出来上が
り。

ほたてのチリソース

北るもい漁協

細野 京子さん


